
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日  時：  1１月 1２日（火）９：３０～１１：３０ 

●テ ー マ： 『ソーシャルスキルと社会情動スキルについて 

〜SEDC を用いた支援〜』 

●アドバイザー：BLUE PLANETS 作業療法士 吉村 克己 氏    

●会  場：まちなかコミュニティセンター 講座室１ 

●定  員：２０名程度（申し込み順に受付） 

●参加方法：裏面の参加申込書にご記入の上、お申し込みください。申し込み順に受け

付けさせて頂きます。 

●申込方法：裏面の申込用紙に記入の上、FAX（39-2225）または Email でお申込み

ください。11 月２日(土)を締め切りとします。 

●お問合せ：こどもふくし協議会 事務局（本村） 

        電話 55-7957（いろは） Mail : kodomo.fukushi.k@gmail.com 

 

 

令和６年度 事例検討会 ご案内 

今回の事例検討会は、“アセスメント”をテーマに開催します。 

 

日頃の支援にあたり、アセスメントの重要性は理解しつつも、聞き取りする人によっ

て得る情報が変わることもありますよね。 

限られた時間の中でしっかりとアセスメントするにはどうしたらいいか・・・。 

「標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメント・・・」 

さて、みなさんの事業所ではどのようなアセスメントをされていますか？ 

今回は、社会情動的発達チェックリスト（SEDC）を使って学びを深めます。 

  それぞれの事業所にこられているお子さまを思い浮かべて、各自アセスメントをとり、

支援に向けての分析を行います。 

 ※持参出来る方はノート PCをお持ちください。SEDCのファイルをお渡しします。 

（もちろんパソコンなくても参加可能です） 

 
※参考  放課後等デイサービスガイドライン(令和６年７月)「従業者向け放課後等デイサービス評価表」  

「適切な支援の提供」項目の１２ 

 個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観的に分析した

上で、放課後等デイサービス計画を作成しているか。 

「適切な支援の提供」項目の１５ 

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメントや、日々の行動観

察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。 



 

こどもふくし協議会事務局 行  

 （放デイ クローバー 山田 宛） 

 

令和 6 年度 事例検討会 参加申し込み 
 

 

事業所名 ：                               

     ※法人名ではなく、支援事業所名をお書きください 

 

  事業所種別 ： 児発 ・ 放デイ ・ 多機能型（     ）・相談支援事業所 

     ※いずれかに〇をつけてください 

 

代表（担当）者氏名 ：                           

      

連 絡 先 ：電話           ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ              

 

   〆切：11/2(土)までにお申し込みください。 

 
ふりがな 

氏  名 

勤務職種 

（例：保育士など） 

備 考 

参加者 

   

   

聞きたいこ

となど 

 

 

FAX：0956—39-2225 


